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１．研究計画の概要 
近年の情報化や計測技術の発展により, 従
来得られなかった超高次元のデータが観測
されるようになり, 有効な解析手法手法が
求められている. たとえば特徴変数の次元
が 10 個前後のデータを念頭においた従来の
統計解析手法をそのまま応用しても十分な
解析性能は保証されない. ここでは判別分
析，および関連する分野に重きを置いて次の
研究を行う． 
(1) 超高次元データの判別手法を提案し, 

実データでその性能を検証することを
研究目的とする. また標本が複数のカ
テゴリに含まれている場合，そのカテゴ
リ比率を推定する問題： カテゴリ分解
についても考察する．特に空間データの
場合，空間相関をモデル化してカテゴリ
分解の精度を向上させる手法について
考察し，実データで検証する． 

(2) 時系列データの統計解析，およびモデル
探索・選択について考察する． 

(3) 高次元データの統計解析やその環境問
題への応用について考察する． 

 
２．研究の進捗状況 
(1) 空間データのカテゴリ分解については，
1) スペクトルの混合正規性，2) 被覆割合が
与えられるとスペクトルは独立， 3）被覆割
合はマルコフ確率場に従う という仮定のも
とで被覆割合を推定する手法を考察した．局
所事後密度を最大にするカテゴリ比率を導
出し、ICM 法によって画像全体のカテゴリ分
解カテゴリ分解を可能とした.教師データが
全くない場合 (un-supervised) や，少ない
場合 (semi-supervised) を考察し，論文を

発表した． 
 
(2) 企業との共同研究によって時系列デー
タの目的変数が閾値を越えるか否かの判別
問題を考察した．これは回帰モデルとしてと
らえたほうが良い予測となることがわかり，
時系列回帰モデルの変数選択について議論
した． また特許出願を予定している． 
 
(3) 研究分担者や連携研究者はそれぞれ高
次元データ（関数データ）の統計解析（判別
分析，主成分分析，ブースティング，環境科
学への応用等）についてそれぞれ研究を推進
し，多くの研究成果を発表している． 
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している． 

本研究グループはすでにパターン認識や
ブースティング，および関連する統計的問題
を取り扱った論文を数多く発表した．また関
連する工学的問題についても考察を始め，結
果を出しつつある． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 超高次元問題へ適応できる手法への改
良を行っていて，現在発表準備中である．高
速な最適化，母数の決定則の導出，が現在の
課題となっている． 
 
(2) 時間とともに母数が変化する時系列モ
デルの推定法，およびその工学的応用につい
て議論していく． 
 
(3) 研究分担者や連携研究者と情報交換を
密にし，高次元データの解析手法，および実
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データへの応用研究を推進する． 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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